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『すべての病魔からの解放』
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本主；土， l%1 't二にIfO[[j；こ波っτ以来日午問、 i人のクト
I d人とし 7中！日本命の11可i色過程を E十にLFこftリス人
件科医によ、乙丈今iiこ大再空命ドのiヒ京で己A刀 •h

；.；；：の［↑1[，困に・・JI.、どこれほど豊富な経験的事実が？じされ！：
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を除けばー話行び〉知るわぎりおそれく初、・，ごのものであ

、J • 

_: －：、 t，~’ ~j凶じご（（；，＼；t Jここどを，；，1；計一t士f：たの：つの），＇.（

にし if・ Iて考えご二kl三唱＇， ・・：，まり守 11ri /¥i'H干の｝,c｝必の

変遷i畳札口11ft「可I(,:命の文也＇！ i[J之：］AC＇）.［.、ハ 1,t, 7バノこ

,') 2 ,,_'.,:; t｝明判手σはない、：lt[Ji］革{,/iの’'.J'./[t 'i'i吋人のシ
その1,,, J /i '., だfじLC .＼－と科医ーのII日立・ilf1 L ご怖かれ！i, 

,n-c-ふるっ

竹内一卜－－.: t、]'i:l“q"12JJに治医、：［ ごたf/JにrjJい！に
:,,j /J. 1こ I.i二！； ::,J'J.j'1ii, 'r：〆 IIJ .－.，，大？でm卒／；i）＂＇.＇.：の， i込

i＇主／，＇.J'i〆，－：お 11,H1斉fドJi:1, ・f:Ji¥Jl'(J:: 1 ii: わめど，1},U1ノ

＇・｝守¥l-(l;::!n , '-. )1i /1 /P'.J '.f' '¥: ;/L；ルこたγ教終の）也（：1!;_:W; 

〈、唱ii医ど ft.＇仕のt士、 1万七日寺代以ぷの；干t,の根煉u、［丈

tと実践の結「「に｝t「ふL念が，写： 2 ／う：iH：界大殺を（11H乞
i 二｜た！11：伴の，般「1(J緊長！Kili~f二上. CL I）＇、 Fそうかき
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1io日）（ごり11入L，大学内；こ： ti会J:!¥t芦1-nI (Socialist So・

ciet討をすii戒ーiーァJ一心、、＇'ill寺の経済的大不況の中の失業
汽J訂作＇：： IX.戸（！＇.） il地点＆人ナるブア乙だム1'1'J「入荷i的偏

見｜にまっとごlから反対する運動に参加するなど， －，｝レ

ケスt.~の洗礼さ了間に受け口、たとみられる。印象的な
のは噌 1932年の口ンドン最初の失業者の「飢餓行進j

(Hunger ¥farchers）に際Lてのす；件とこのをきf11J記H

~？に主主計｜司の h〆パー； t 、 i: J笠間の［ゼ際協力とそのI.'"(

干支えるj():};1]'c yト Jτ／fjJι：jののなλノi、〉の，1ミを'/JLあii供え
fc /J‘ ，.＇てと

i f匂［丹の人ヤ 'I:、v1：円fこt；のliilに 1・，：作 I；う：11比、星r令［←え〈仁

議：;t：と：， 評一一一一一

かョ，／：＿＿こを，つまり社会主義者団の人々 は家に帰れば，

i援かで十分な食物が待っており，失業者たちはそのよう

｛（＿中でも依然飢えてL‘るという断層であり，それをかれ

れが情念（emotion）に主勺てのみ越え主うとしたこ Eに

致命的問；仏があ w》たのだという。その｛をの芸 1(・の行動

i工、この•Hiてを L、かに乗り腿え，さらに「共産主義的価値i

(red）を 仁uこ探りあてるためのはてしない旅路ともいえ
ぐJ。

阪｝医としての中同行は，害1;,－の存意が主M＇同人という
民！だ的懸隔のl涜にあラては，前記失業者たちとの関係を

比べて1,, 上りい..そう空l怠な；／＿，のであることを勾1GL 

y 

.JUご11.'J'‘7存／＼ t土中！主i人の走：願古に完守L，身f本検査官として

か；／t（》のJtfflの子；＇.：：fドを、人絡をもとにLてではなく労｛動

ケどしての良恵に上って》内定する立場に＼立たされ，しか

もその決定が飢餓i夫況にあるかれらとその家族の全未来

をiJと寸るこどをし、ーや主Jうなしにit!ら.hることとなっfこO

このようiこしと存二riiJ，この旅のなかでも医療と社会

的諸条件の！草i係‘つまり｛宮康E搾取と貧国の矛J-Fiをぷ傾
向，f，汗； e]rtl＜教え f，れたのだ J pた。とはいえ他の多くの

外lt，［人． とり jヲけW｛，：人は符千干の上うな心の痛みを！－／；fr

しItLなかったし， 干i'i’i吋仁美？？の弾圧は守字放なく中l1sJ人
のuこ／J1Iえ人れたのであり，手干討すよそうしたq,11,J人の泣
いt;i!'.i',Utf-をと支jJ. L、た支ま、口にせざるをえなかっ
／「
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・h}[J4f堂大戦きと終て， 11i'tr；土7if問パーミンガムで英同
C-liff; .，の戦病｛~7,·用病院で働土その後再度中国に減る

こ土土なろ， ~ii＼のその｛去の歩みは， IVJ 円にも沢東思想、

下の大衆路線と軌をーにするものである。一般にW!J・

(}j；路線が近代化二西欧化路線、土して考えムれるだけに，

ての中i主11;：朽の内在日に；c来存右fLたはずの西欧的価値観
のゆくえについと，広；汗i'I身のFラスチイサケ力：変化＝

初 tr）を予惣させるT，のがある。
初jめ :ii;:汗f士，なんとなく友面的に穏やかに見える中間

の預の中に根深い対立があるのをTI'U惑をtって土人えた
iこぞ！：＇まった。たとえば解放軍の階級輩、 ITT章が渡中徒

数年で出現Lた事にj)耳欧1Y.J官僚機構のにおいを敏感に感

lじ＇：.： 4のの，それが具体的にがIを意味するかはご身え

C, A Iなかー〉た土いう。長初のf,>fi・のil覚めはやはり東洋

出力｜長－－；：：とのJ定件1：カ‘「，hf,空宇 p九つある係の血液病で大医

/I 111'.L I.-_ ,~1: t）返 L ノlfrrの危機に~ んされてL、た婦人.11,r雪を
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書評

扱った時のことで，著者が危険を賭して行なった牌綴摘

出手術がなんらの良好な効巣をもたらさなかったのに対

し，患者の家族が依頼した漢方医の薬第処方は確実な成

果をもたらした。このとき著者は，漢方医学が近代医学

どlt検した時に，その安価さ E有効！？のゆえに中国にお

いて上り大衆性をもってL、るこ _L:. ホち／〉ん土建漢方医

がプ主化的，思想的，経済的にみて，市裕地主などの封建

階級出身であるととは看過LえたL、としても，下層漢方

医が界史的にみて中下貧農層にとっての唯一の額みに足

る存在であったことを知るに至る。とうした経験を著者

は第8章で詳細に記している。たとえば，著者の専門分

野に関係する骨折の処置について西洋医学・東洋医学の

比較で以下の3点に整理している。

(;I骨折の継ぎ方；西洋＝強引で麻酔を必要とする。東

it＝麻酔を用いずじよじ Eに行ならっ

(~ I骨折部伎の固定の仕方、西洋ェ骨折郊f立を動かさな

いため石膏などで可能なかぎり’走令にi，＇；］定する。東洋＝

[<1；！＇士を基本的なものとも望主しい仁のども考えず，動作

を抑制するためではなく，骨折部位のズレを防ぐため国，lj

木をあてる。

(3）骨折部位付近の関節の問定について；商洋＝通常周

辺全体の動作を極力抑制するため骨折部位の上下の関節

を閤定する。東洋＝国定は関節をとわばらせ，筋肉を萎

怖させ骨折の治癒を妨げると考える（

以上の相異から漢方的処罰；土骨折の治癒の速凌が早〈

1也 1；~が少ないという利点を伴つ－＼， I日j陪骨折，複雑骨折

のf暴行には有効性がなし、ことそ発見したという。とはい

え著者が近代医学と漢方医学を体系的に統一しえたとい

うわけではない。基本的には漢方医学は，陰陽道，金木火

水土五元説をその礎とするととろからも知れるように，

事物，病的現象を一つのサイクルの一環としての因果関

係にとって捉えるという世界観に立っていることを著者

は知るが，近代医学との祐介にっし、ては，河学の世界観

における相違の検討が論じじれておらず？両医学の長所

ぞ1{｛；＇し，相互に影響 LF「うことで，新たな力強い医療

作系ポできあがるであろうど指摘するにとどまってL、

る。込のことは著者が外科医であるとUう特殊性に由来

するとも考えられる。通例外科は内科において治癒困難

なものを機械的に処置ないし切除する高度に技術的な近

代合理的体系を有しており，治療を漢方のように身体内

部の自律均衡からする因果関係に則って行なうという面

をほとんど持たない。

との隔絶はあまりに大きく，著者のこiを符つまでもな

118 

〈，その統一には多くの年月を要するであろう。

これに反し，内科医の場合，たとえば大戦後八路軍に

策医として従軍した日本人医師禅問愈太郎氏は，菌座観

Cあらゆる病原体にはその好む座があるとする説〕や，

肝硬変の治療薬ラエンネックの発掘などから知れるよう

に，漢方｜実学の体系を大きく取り入れるこ左で病理学を

唯物弁証法的｛こ発展させるなど，ある程度の成功をおさ

／／）亡いるi; I ,0 
もちろんここで留意すべきは，著者が必ずしも内科と

外科を別個の体系として想定しているわけではないとい

うことである。むしろ著者は自己を外科医としてよりは

医師一般として規定しているように思える。そのことは

たとえば通常内科に属すると恩われる傷害撃，性病，住血

吸.93.叫掃の運動の実態叙述に，本舎の多くの輩をさいて

，..ることかん知るととができる。しかももろひとつ突込

んでいうなら，著者は医学そのすJのを社会的実践と切り

燃し亡考えることを拒否するにこT；っとし、るο このことは

全絡を通じて根絶困難な伝染病や，治療関難とみられた

患者を，阪学体系の改善以上に，大衆路線に基づく社会

的実践によってのり越えたという事実指摘を繰り返して

いることから明白である。

（注1〕 滞！fl憲太郎「中l司における医学をめくって

一一八路箪に係学を教え，八路軍に学んだ記録」〔『ア

/-,ff済J], 羽111：者＇＞； 9>]・, 19701ド9JJ〕。

廻

rJl-:0'）上うな著者自身の変化i土，現実には次のような

二つの路線の対立の中で生れたものである。つまり

(1）梅毒，住血吸虫のケース；人民大衆の政治意識・熱

意に主に依存する路線と，専門家と技術に第lの意義を

鐙く路線との対立。

(2）インシュリンの合成のケース：大きな目的に敢然と

挑み，若い世代をその先鋒とし大胞に新たな道を凋く

路線と，外部の人々の立上がりに誉戒し漸進的発展を示

略する路線どの対立。

に；）伐村部の医療奉仕の方向性についてのケース；毛沢

東主席が示した政策に，心から準拠するととを望む路線

と，初めに都市の医療奉仕を進展させ，その後人材の点

で可能かどうかをみて農村の必要に漸進的に応じる路線

との対立。

(4）近代医学と伝統医学の結合政策のケース，両医学の

長：所制所を卒直に検討し，どちらも貢献しうることを確

じする路線じ雨医学のどちらかを軽悦し，分離策に加
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十日する路線との対立。

（日）医学教育のケース；夜学生の精神的資質と政治的様

相を葉視し，人民に奉仕するため短期の医術訓練課程を

評価し， ；！，γJX践と労農との結合を教育のJ,I』.4,;とななす

路線と，｜ιlzf' ＇，叶：；；誌にのみ関心全段ち，従来の 6年課程iこ

同執し，実践と労漢との結合を時間の浪費とみる路線と

の対立。

丈化大木命；土竺の二つの路似の一応の決跨とし Cあっ

たことはl,j，却のことである〉存ず；がどちらの路線に組し

たかは明らかである。変｛ヒLたIi：者の目にT1

拠すべきものとして映じたものは，たとえば生命を賭し

て人命事kflfJをtfない全身やけどを負った14織の少女の治

療のために I是i1t殺をチャ一々」してまで著者を呼び寄せ

た中国人円心であり，やはり［，！］様の経過でたL，，、顔に競

いケロイド乞lにすとととたっ1'己立入の女学’主力攻民の美磁

を人民に3料l：十る心によってj径かに越えてしまう姿であ

った。

IV 

最後にベチューン（／11）との関係で若干述べておきた

u、。

読手？の中に：.Jcーンとぺ＋ vーンrとを単純に比＇r''I：するも

のがあるとし：＝ら，それは問i主いである。～干す一ンが

中同で活躍した1938～39年の時期の中国医学界は，近代

医学がごく少数の官僚，軍閥，大地主によって独占され

ており，広範な大衆には漢方医学ないし「医学の欠如」し

かなかったと L 九ことを銘記ナる必要があるじそれゆえ

ベチューンが県とした役割は解版区を中心土する地域へ

の近代医学の導入であり，そこでは漢方医学との結合は

ほとんど考えられる余地はなかった。近代医学が人民大

衆のもの土亭仁｝ご初めてi百i）医学の結合が入i己大衆i'I身の

手によつ亡而J令f走乙Eものと考

このこ土i土［t・1主にかぎらιあらゆる科こ't実践，生産
実践を通じてv'v、うることである。たとえば解放後の第

1次5カ年計画期は，しばしばソ連の社会主義建設と対

比されるよう；こ，全部門を通じて近代化の治f'i'として推

進され， 56午凶がら初めとL、わゆる土着土出生産と近代

生産技術との統合が説かれるようになったことからも知

れるであろう r;I 3）。

もちろんこの近代化過程は、権力構造からみればプロ

レタリアWl主ドiこおいてTTなわれようとしたのであり，

それゆえこの品問が結果Eしともたらした近代技術の偏

重，農工問格差，生産関係のブ、ノレジョア化などは，本来

士士＝蓄 評一一一一一一

二のプロレタリア独裁をあやうくするものとして否定的

に克服されねばならないはずであった。劉・郵路線が無

批判的にこの危険を助長したのに対し，これをくつがえ

すむのとして大躍進，文化大革命運動があった事，しか

もこの二つの運動こそがプロレタリア独裁を保態するも

のとして階級闘争，科学実践，生産実践の結合を大衆路

線下に行なうことを掲げ，その一環として土法ないし土

石技術と近代西欧的技術とを統合ずる道を目指すもので

あったことは留立しておかなくてはならない。

L、ずれにせよ4ミチューンとホーンの初共は，おかれた

歴史的社会的状況の相呉のゆえに生まれており，ベチニL

－ンには近代医学の価値体系に対する相対化がみられな

いのに対し，ホーンにはいまだ観念的ではあっても祁対

｛じがみられるということがある。

しかしながら，この両者は民族の枠を越えた自己犠牲

と「人民大衆を主人とし患者を主人とする」という大衆

路線の貫徹において共通しているゾ ととに評者はーノ〉の

｜斗i際I義のモデルをみる。

わたくしたちはも人ろんこうした完成したモデルをき

れい事として考えることはできない。たとえば著者ホー

ンにあってはここに釜る過程で自己が植民地・半植民地

被jJ]J/J：民族に対し不可避的に抑圧民放の側に立つこと，

し刀るも自己が善忌；をもず〉て対しようとすればするはどそ

うなることを，自己告発を通じて自覚したのであり，そ

の自覚に立ってこそ，抑圧から解放されたあとの中国で

国際主義を開花しうるととができたのである。ベチ』．－

Lの場合は，事態、が解放前であるだけに，いっそう厳し

くIi己の生命をJ料「て初めて可能となず 3たのであるQ
Ci主l) ヘヂューンの邦訳ものについては， T・ァ

ラン， S・ゴードン共事F，浅野雄三訳『八路軍箪医ノ

、ンへ千 2 ーンの偉大なる11：仕）IC東邦出淑n,,11イ
イ'1140年），およrrJ:,J 1n1l近著，松井i年Lv(rノノレマン・
!・ L ーン断片』（『アンアの自覚め」，念集ー現代1uw文

学の発見8，学芸省帯j;，昭和45年〕などがある。いず

れもベチューンが近代医学の導入に果たした大主な役

市二ついて実'i~ （＂J に：｝｛介してレら。なお毛沢東ドノ『、

ず←ュンを記，；i＇.ヲる』（1939年）しt へ F ューンを If~際主

義者の一つの典型として賞揚したものであることを付

刊しておく。

Ci主2) 漢方医学と近代医学の総合は既に1950年第

I；＼全国衛生ゴ＇：ぷ以来，スロー→心／としては存丹 I.:.・ 

右， 1954年冬， [ii：東が漢方l¥:•"t’ 0） 工作に誤ちがJ

れるという指示を出すまでは，明白に近代医学優先思

I 19 
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